
労働力確保の取組事例
農作業受託会社と連携・調整を図り、都市部の登録アルバイター（主婦、学生等）を活用し労働力を提供

JA全農おおいた（大分県）

【経緯等】
ＪＡ全農おおいたは、不足する農業の労働力を支援するために、必
要な人材を人口規模を有する都市部から移動させることを事業化した
「労働力支援事業」を展開している。

【取組内容等】
当事業は、農業生産者等から各ＪＡを通じて作業委託の要請を受
け、（株）菜果野アグリ（農作業受託会社）に登録しているアルバイ
ター（主婦、学生、フリーター、副業者等）を労働力支援が必要な農
家の農場等に作業スタッフを送り出している。
仕事内容は、野菜収穫、定植、選果等であり、農閑期を含め年間を
通じて仕事を用意している。
アルバイターは、５～８名一組で農作業に従事するため、初心者でも
作業をしながら技術習得が可能。また、農作業へのハードルを下げるた
め、現金日払い、勤務日・時間の応相談、作業現地への送迎等を実
施しており、令和元年度以降、毎年延べ２万人前後のアルバイターが
農作業に従事している。

【今後の事業展開】
農作業受託会社と連携したこの取組みは、モデル的な事業として全
国的な取組みへと波及している。
今後は、生産現場の多様な労働力需要に対応すべく、これらのマッチ
ングの取組を更に拡充する。また、複数の産地や品目の農作業を周年
で組み合わせることにより、雇用労働力の効率的な確保・定着を図り、
持続的な労働力確保の仕組みづくりを進める。
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